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◆発行◆
514-0009
津市羽所町700番地
アスト津3階
みえ市民活動ボランティアセンター
Te l.059-222-5981
Fax.059-222-5971
E-mail　seiknpo@pref.mie.jp
男女共同参画・ＮＰＯ室の
ホームページ
http://www1.mienpo.net/npot
三重県のホームページ
http://www.pref.mie.jp
市民活動・ボランティアニュースは

こちらにあります！

【地域の市民活動センター等】
●津市●みえ市民活動ボランティア
センター／津市市民活動センター／
分部食堂／（有）デザインオフィス萩
野　●桑名市●桑名市市民活動支
援センター　●いなべ市●いなべ
市市民活動センター　●四日市市
●四日市市市民活動センター／寺
子屋プロジェクト／みえチャレンジ
プラザ　●亀山市●亀山市市民協
働センター　●鈴鹿市●市民ネット
ワークすずかのぶどう　●松阪市●
三重中京大学／松阪市市民活動セ
ンター　●伊勢市●特定非営利活
動法人伊勢志摩ＮＰＯネットワークの
会／いせ市民活動センター　●鳥
羽市●鳥羽ＮＰＯネットワークセン
ター・結　●名張市●名張市立図書
館／名張青年会議所／皇学館大学
名張キャンパス／名張市総合福祉セ
ンター／エコリゾート赤目の森／名
張市市民活動支援センター／くらし
の情報センター同夢　●伊賀市●
ウィリアム・テルズ アップル　まちづ
くりセンター／伊賀市中央公民館／
伊賀市立図書館／上野青年会議所
／伊賀市市民活動支援センター　
●明和町●めいわ市民活動サポート
センター　●南伊勢町●南伊勢町
町民文化会館　●紀宝町●紀宝町
ボランティア市民活動センター
【地域の社会福祉協議会】県内の市
町村社会福祉協議会
【金融機関・企業等】百五銀行各店
／三重銀行各店／東海労働金庫各
店／第三銀行各店／メディカル一光
各調剤薬局
【行政機関等】三重県庁県民ホール
／三重県地域機関（各県民セン
ター）（桑名、四日市、鈴鹿、津、久居、
松阪、南勢志摩、伊賀、尾鷲・熊野）／
三重県栄町庁舎（情報公開窓口）／
三重県総合医療センター／三重県立
一志病院／三重県立志摩病院／三
重県立こころの医療センター／斎宮
歴史博物館／三重県立博物館／三
重県立図書館／三重県生涯学習セ
ンター／三重県男女共同参画セン
ター『フレンテみえ』／三重県人権
センター／三重県身体障害者総合福
祉センター／三重県環境学習情報セ
ンター／各市町役場 情報をお寄せください。市民がつくる市民活動の情報です。

ホームページ版、朗読テープ版もあります。お気軽にお問い合わせください。

ＳＰコード
右にある図形は「ＳＰコード」と呼ばれる二次元コードです。視覚に障害を持つ方が
「スピーチオ」と呼ばれる専用の読取機を使用することで、ここに記録されている情
報を音声で聞くことができます。

市民活動の情報集めに活用しよう！
三重県立図書館利用のススメ　「ビジネスサポートおしごとコーナー」

市民活動やボランティア、そして地域づくり…。自分の夢を実現さ
せるためにまず必要なもの、それは「情報」と「計画性」、そして
「ネットワーク！」
図書館の情報やサービスを活用し、皆さんの夢実現に役立てま

しょう。

県立図書館は･･･
県民の自己実現を支援する「知識と情報の拠点」です。
さまざまな知識や情報を知り、学び、人と交わり、成果を活かそうと
する、県民の自主的な活動を支援します。

「ビジネスサポートおしごとコーナー」では、起業やコミュニティビ
ジネス、ＮＰＯ法人の設立・運営などに必要な最新の知識と情報を提
供し、皆さんの課題解決や夢実現のお手伝いをしています。

新刊で情報収集しよう！
「おしごと新刊コーナー」を設置し、多様な本を取り揃えてい
ます。「気になる本だけど、買うほどでは･･･」という本であれ
ば、借りることができて便利です。

業界情報を調べよう！
各種の年鑑や統計類など、一般には手に入りにくい業界の詳
細な情報がご覧いただけます。貸出しはできませんがコピーは
可能です。

データベースを活用しよう！
検索用のパソコンから12の専門データベースが無料でご利用いただけます。豊富な情報
源を駆使して知りたい情報を探しましょう。

グループで話し合おう！
グループで資料を読んで話し合いたい方のために「交流・活動ルーム」を設置しています。
資料を活用した研究や話し合いにご利用いただけます。

セミナー・イベント情報を集めよう！
さまざまなセミナー、補助事業のチラシ・パンフレット類を多数ご用意しています。

気軽に相談してみよう！
「調べてもわからない」「調べ方がわからない」そんな場合はお気軽に「調査相談窓口」に
お問合せください。

●問い合わせ先／三重県立図書館　津市一身田上津部田1234
Tel.059-233-1180　Fax.059-233-1190
E-mail　mie-lib@milai.pref.mie.jp
http://www.milai.pref.mie.jp/mie-lib/
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●とき／3月7日（土）13：30～16：00
●ところ／四日市市市民交流会館本町プラザ6階
●参加費／一般3000円、みえコミ会員1000円、現在求
職中の方 無料（自己申告制）
●内容／コミュニケーションにおける重要なポイントは、話
し方ではなく聴き方。ＮＬＰ・コーチング理論をもとにしたコ
ミュニケーション技術を学んでいきましょう。（担当：谷川）

●とき／3月29日（日）9：00～12：00
●ところ／四日市市中部地区市民センター4階
●参加費／無料（託児所あり）
●内容／普段の対応を変えるだけでお子様の良い部分を
最大限に引き出せます。子どもの話を、本当に聴くとはどう
いうことなのか？技術を学びましょう。（担当：石川）

●申込方法／それぞれ件名を「3/7セミナー参加希望」ま
たは、「3/29セミナー参加希望」とし、名前、Ｅ-ma i l、
FAX、お住まいの県・市町村、年齢、職業(求職中)を明記の

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

特定非営利活動法人認証申請団体と成立団体のお知らせ

●成立した特定非営利活動法人(登記年月日)
グリーンタウン呼吸嚥下研究グループ（平成20年6月24日）
ＮＰＯミックスケアサービス（平成20年11月20日）
インターナショナルトップブリーダーズクラブ（平成21年2月2日）
　　　　　（平成21年1月10日～平成21年2月9日届出分）
※関係書類は、三重県生活・文化部男女共同参画・ＮＰＯ室に備え置いてあります。

●認証申請団体
（1）名称（2）代表者氏名（3）法人事務所の所在地
(1)自然療法情報センター(2)青木 敏男(3)松阪市岡本町225番地4
(1)音色（2）松田恭二（3）津市河芸町上野1168番地237
(1)しろこワークス(2)小田八重（3）鈴鹿市白子町1817番地の1号
(1)熊野ふるさと倶楽部(2)畑中伉(3)熊野市遊木町25番地の1
　　　　　（平成21年1月10日～平成21年2月 9日申請分)

●とき／3月7日（土）12：00集合　小雨決行
●ところ／伊勢神宮外宮（まが玉池付近）スタート～外宮
参道～新道商店街～高柳商店街
●内容／アイルランドの文化交流を通じて、伊勢志摩の魅
力を国内外へＰＲしようとアイルランドの春の祭典を行い
ます。「グリーン」を身に付け伊勢市駅周辺をパレード。伊
勢高柳商店街にて、オイスターフェスティバルを同日開催。
●問い合わせ先／アイリッシュ・ネットワーク・ジャパン三重
支部　Tel.0596-27-3222　ホームページ　http://
isepaddysdayparade.googlepages.com/home2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【四日市まんなか子ども劇場】

●とき／月・火・木曜　10：00～14：30
●ところ／みんなの居場所きらり　●参加費／300円
●内容／子育ての情報交換など。

●とき／3月3日（火）
●参加費／会員700円、一般1000円
●内容／ちらし寿司、煮込みハンバーグ、ベークドチーズ
ケーキなどを作ります。託児は500円。二人目から半額。

●とき／3月5日（木）

●とき／4月2日（木）集合9：00
●参加費／大人2500円、子ども2000円、親子3500円
●内容／ベビースターラーメンの製造工程の見学や試食
を行います。お昼からは公園で遊びます。

●問い合わせ先／四日市まんなか子ども劇場
Tel.＆Fax.059-351-6670

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●とき／2月13日（土）～3月31日（火）
●ところ／紀北町紀伊長島区（第三銀行前）手作り工房ワー
イワイ内

ＮＰＯ（ボランティア団体・市民活動団体等）から
の協働事業等提案 運営委員を募集します！
三重県では、ＮＰＯ（ボランティア団体・市民活動団体等）か
らの協働事業等提案事業（※）を推進し、その円滑な運営を
図るため設置した運営委員会の市民委員を1名募集しま
す。（※）ＮＰＯ等が自ら企画して県に提案し、双方が持つ特
色を生かして対等な立場で議論・検討して、事業構築や研
究を行う事業です。詳しくはホームページ参照。
●応募資格／県内に在住または勤務・通学されている方
で、年6回程度の審査委員会等に出席可能な方
●委員の職務／（1）ＮＰＯから提出された「協働事業等提
案」に対する審査（2）審査の方法、審査基準、募集制度の
検討（3）ＮＰＯと県で構成する検討（研究）会の活動結果の
評価（4）その他「協働事業等提案」に関し必要な協議
●委員の任期／平成21年4月1日～平成22年4月30日
●募集期間／2月25日（水）～3月19日（木）17：00必着
●応募方法／応募申込書に、名前、住所、連絡先（電話、
Fax、E-mail）を記入のうえ、『市民社会の実現のため市民
セクターに求められる役割』についての意見を800字程度
で記入し、下記まで持参、メール又は郵送で提出。

協働コーディネーター養成講座－受講者募集－
三重県では、協働に関する基本的な知識や、三重県での取
組「ふりかえり会議のしくみ」等も踏まえながら、広く「協働
のコーディネーター」に求められる視点やスキルの習得を
図る養成講座を開催します。
●とき／3月16日（月）10：00～16：00
●ところ／みえ県民交流センター（津市羽所町700アスト
津3階）　●参加費／無料
●内容／講義及びワークショップ。講師は世古一穂氏。（特
定非営利活動法人ＮＰＯ研修・情報センター代表理事・金沢
大学大学院人間社会環境研究科教授）
●申込／名前、住所、連絡先（電話、Fax、E-mail）を下記まで。

●以上2件の申込・問い合わせ先／514-0009　津市羽
所町700アスト津3階　三重県生活・文化部男女共同参
画・ＮＰＯ室　Tel.059-222-5981　Fax.059-222-
5971　E-mail　seiknpo@pref.mie.jp
ホームページ　http://www1.mienpo.net/npot/

●内容／地域の高齢者が集い、紙、布、ビーズなどで手芸を
楽しむ工房ワーイワイが、この時期お家に眠るおひな様を
集めて少し様変わり。
●問い合わせ先／井谷　Tel.090-6762-3535

【みえコミュニケーション教育実践会】
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●とき／3月13日（金）13：30～　
●ところ／津庁舎6階大会議室（津市桜橋3-446-34）
●内容／「地方の元気再生事業」とは、地域活性化に係る
プロジェクトの熟度を高めるためのいわば立ち上がり段階
における先進的・総合的な取組を公募し、支援を行うもので
す。全額国費による委託調査として実施します。応募主体
は地域活性化に取り組む法人（NPO等） や地方公共団体
を構成員に含む法人格なき協議会 などです。
●応募締切／3月2日（月）
●問い合わせ先／三重県政策部地域づくり支援室（担当：
大西）　Tel .059-224-2420　Fax .059-224-
2418　E-mail　oonisn02@pref.mie.jp

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●とき／3月8日（日）13：30開場　14：00～
16：30　●ところ／アスト津3階イベント情報コーナー
●参加費／一般500円、会員無料
●内容／音楽と落語でホッとするひとときを。
●問い合わせ先／支部事務局（事務局長：中村ふみ）　
Tel.059-232-6409　

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●とき／3月7日（土）19：00～20：30　
●ところ／三重県総合文化センター小ホール　●参加費／無料
●内容／世界の聖地を研究する宗教人類学者の植島啓司
さんの調査プロセスを公開し、熊野の魅力に迫ります。
●募集人数／先着285人　●応募締切／3月3日（火）必着
●申込方法／名前、住所、電話番号、人数などを郵便、電話、
Fax、E-mailで。手話通訳が必要な方はその旨も明記。
●申込・問い合わせ先／514-8570　津市広明町13　
三重県東紀州対策室　熊野対談係
Tel.059-224-2192　Fax.059-224-2418
E-mail　hkishu@pref.mie.jp

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鳥羽市　安楽島子ども会
4年前から防災マップづくりに
取り組み、日本損害保険協会な
どが主催している小学生のぼ
うさい探検隊マップコンクール
に応募している安楽島子ども
会。初応募以来、4年連続で入
賞し、今年度は見事、消防庁長
官賞を受賞しました。
今年のテーマは消防。地区内
の消火栓を全て周り、消火用
ホースと同じ40ｍのロープを
使って、どこまでホースが届くのかを実際に測りまし
た。地図にはその結果と、消火栓と消火用ホースの格
納庫の位置、また放水が届く半径30メート区域までを
記入。調査に協力した地元の消防団員からも「実際の
消火活動にも役立つ」と評価された力作です。
今回のマップづくりに関わったのは幼稚園児から小学
6年生までの18人ですが、保護者も積極的に協力し、
子どもたちの活動を支えています。
「防災マップの取り組みは、地域づくりの切り口の一
つ」と語るのは、マップ作りを指導した中村欣一郎さ
ん。子どもたちの防災マップづくりをきっかけにして、
子どもと大人、大人同士の会話が増え、地域の力になっ
ていることを実感されています。
最近では子どもたちの方から「今年はマップづくりしな
いの？」と声が掛かるほど、子ども会の活動として浸透
している防災マップづくり。来年度のマップにも期待が
寄せられます。

三重県内で活動している、学生
など若者たちのボランティア・
市民活動団体をご紹介します。

●とき／3月14日（土）13：30～16：30　●参加費／無料
●ところ／名張市総合福祉センターふれあいホール
●内容／ＮＰＯ大阪精神医療人権センター事務局長の山本
深雪さんを講師に招き、交流会＆講演会を行います。
●問い合わせ先／名張市精神障害者連絡会（担当：佐々

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上、FaxまたはE-mail。
●問い合わせ先／みえコミュニケーション教育実践会　
Fax.059-358-1850
E-mail　jimukyoku@miekomi.jp
ホームページ　http://www.miekomi.jp

●とき／3月15日（日）10：00～17：00
●ところ／津市まん中交流館研修室（津センターパレス地下）
●参加費／一般8000円　会員・学生7000円（弁当付）
●内容／あがり症を克服した鳥谷朝代さんが、緊張に負けな
い呼吸・発声法、緊張のメカニズムなどをレクチャーした後、
各々の悩みに応じ、対処法をアドバイスします。先着24人。
●申込・問い合わせ先／特定非営利活動法人　津市NPO
サポートセンター　Tel.059-213-7200　Fax.059-
213-7201　E-mail　tsusimin@ztv.ne.jp
ホームページ　http://www.ztv.ne.jp/tsusimin/

●とき／3月15日（日）13：00～
●ところ／サン・ワーク津（津市島崎町143-6
Tel.059-227-3159）
●参加費／第1～3部資料代・会場費　会員500円、非会
員1000円　第4部（交流会）3000円
●内容／三重県健康福祉部監査室副室長、田中良明さん、

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●とき／【説明会】3月8日（日）14：00～
【相談会】3月22日（日）13：00～
●ところ／一志久居教育会館（松阪市嬉野町）
●内容／要電話予約。進路や学習、生活に関する相談を受け
ます（秘密厳守）。通信制高校などの情報提供もできます。
●問い合わせ先／ＮＰＯ法人チャレンジスクール三重　
Tel.&Fax.0598-42-8174

中村欣一郎
Tel.090－1414－1839

問い合わせ先

鳥羽市安楽島地区活動範囲

世界遺産セミナー

木）　Tel.090-9186-3393　
ＮＰＯ法人ピアサポートみえ　Tel.059-213-9577



4
〈広告〉

障害者スポーツ情報誌「ｒｉｓｅ」は市民活動団体となるため
編集、カメラマンのメンバーを募集しています。条件は以
下の通り。年齢、性別、障がいの有無は問いません。
【編集】鈴鹿市、四日市市、津市在住者。パソコンができる
方（片手でゆっくりでも可）、「障害者スポーツ」に関心、理
解、熱意がある方。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中間支援、ＮＰＯ支援に関わる人が集まり、共通の悩みや疑
問を出し合って、意見交換する場です。隔月で協働をテー
マに勉強会も開催。いずれも無料、会場はみえ県民交流セ
ンター交流スペースです。
【交流会】●とき／3月25日（水）10：00～12：00
【協働勉強会】●とき／4月14日（火）13：30～16：30
●問い合わせ先／Ｗ．Ｔ．Ａまちづくりセンター
Tel.0595-24-7612

●とき／3月29日（日）13：30～15：30
●ところ／アスト津5階「食工房」（津駅JR側）

●内容／メニューはアスパラガスのクリームスープ、牛肉
のロール巻き、イースターの卵など。材料費は実費。
●応募締切／3月26日（木）
●問い合わせ先／向井明子　Tel.059-232-0594
E-mail　am.deutsch1685@gmail.com
●主催／三重日独協会

●とき／3月22日（日）13：00開場　13：30～
14：30　●ところ／三重県総合文化センター小ホール
●参加費／会員無料　非会員500円（幼児無料）先着
300人 ・ ・ ・

●内容／不安定ユニット“らも”は元気な自閉症の息子とそ
の父親による二人のユニット。「がんばりすぎない！でもあ
きらめない！」を生活信条に、ライブ活動を行っています。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●とき／3月22日（日）10：00～16：00
●ところ／三重県総合文化センターフレンテセミナー室Ｂ
●参加費／3000円
●内容／カウンセリングを生かしたコミュニケーションを
学ぶワークショップです。
●募集人数／30人　●応募締切／3月16日（月）
●申込・問い合わせ先／514-0834　津市大倉13-19
アコギビル　Tel.059-246-5562（事務局）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●とき／3月21日（土）14：00～16：00　●参加費／無料
●ところ／桑名メディアライブ（桑名市中央町図書館棟）
●内容／講師は国立科学博物館主幹の清水慶一さん。
●問い合わせ先／成田正人　Tel.090-4447-1893　
E-mail　masando@mie.email.ne.jp
●主催／ASITA（北勢線とまち育みを考える会）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●とき／3月20日（金）10：00～22日（日）14：00（2泊
3日）　●募集人数／先着80人
●ところ／赤目の里山（近鉄大阪線赤目口駅、車で5分）
●参加費／5000円（宿泊・食事込。自炊・相部屋）
●内容／ＮＰＯ法人赤目の里山を育てる会理事長、伊井野
雄二さんの講演や団体の活動報告、実技講習、里山保全、
交流会などを予定しています。
●申込方法／E-mailまたはホームページから。
●主催・申込・問い合わせ先／青年里山フォーラム2009
事務局　Tel.0595-64-0051
E-mail　youth@akame-satoyama.org　ホームペー
ジ　http://akame-satoyama.org/youth/

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●とき／3月29日（日）8：45集合～17：15解散
●ところ／ＪＡ松阪笹川選果場（松阪市笹川町）集合
●参加費／無料（交通費、弁当代等は各自負担）
●内容／間伐体験とともに、森林づくり活動を展開されて
いる団体や、プロの林業家の話を聞きます。
●募集人数／高校生以上30人程度
●応募締切／3月6日（金）必着。応募多数の場合は抽選。
●申込方法／参加申込書を郵送、Fax、E-mai lで。弁当
（1000円）が必要な方は申込書に記入のこと。
●問い合わせ先／514-8570　津市広明町13番地
三重県環境森林部 自然環境室（担当：武南（たけなみ））　
Tel.059-224-2513　Fax.059-224-2070
E-mail　shizenk@pref.mie.jp　ホームページ　http:/
/www.pref.mie.jp/TOPICS/2009020088.htm

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●申込方法／名前、参加人数、連絡先をハガキ、電話、Fax
などで下記まで連絡。
●問い合わせ先／514-0810　津市城山3丁目9-20　
三重県自閉症協会　Tel.＆Fax.059-234-9477

ＮＰＯ法人市民協専務理事、田中尚輝さんの講演、ＮＰＯ法
人あいあいの報告のあと、第4部は立食パーティー開催。
●問い合わせ先／ＮＰＯ法人福祉ネットワークみえ（担当：
山路）　Tel.059-229-0880

●集合時間・ところ／3月20日（金・祝）少雨決行
近鉄四日市駅西口7：40／三交生桑車庫7：50／津駅サン
ルート前7：40／松阪駅第三銀行前8：20
●参加費／2000円（要予約・当日徴収）
●内容／紀北町の「一石峠」から道瀬海岸を、地元ボラン
ティアと協力してごみ拾い。熊野古道センターでは地元ボ
ランティアの活動などに関するミニ講演があります。
●募集人数／80人（小学生以上・先着順）
●問い合わせ先／三重交通熊野古道清掃隊事務局　
Tel.059-229-5511
（9：00～17：30　※第一土曜を除く土曜、日曜休業）

いっこく
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〈広告〉〈広告〉

助成財団センターは、助成、表彰、奨学などを行う財団法人・その他の法人などの情報
を収集し、活動内容を広く社会に発信していくことを主な目的としています。その情報
は冊子で刊行されているほか、ホームページやファクシミリサービスでも閲覧できます。
（財）助成財団センター　Tel.03-3350-1857　Fax.03-3350-1858
ホームページ　http://www.jfc.or.jp/

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

街なか再生等ＮＰＯ助成金
●受付締切／3月31日（火）消印有効
●助成の対象となる団体／主に、まちづくりに関心を持ち、活動・運動・事業を
行っている次のいずれかの法人。（1）法人格を取得しているＮＰＯ。（2）法人
格を取得している中間法人。（3）中心市街地活性化協議会 (法に定めるもの)
及び認定ＴＭＯ。（4）街なかにおける面整備の準備組合。
●助成の対象となる活動／以下の事業で（1）～（6）のいずれかに該当する
もの。（重複可）
1、現在行われている地方自治体の中心市街地活性化の取組み＜中心市街
地活性化基本計画(中心市街地活性化法に基づく総理大臣認定を受けたも
の及び旧法において作成されたもの)に記載のある事業等＞に寄与する活
動・事業。　2、まちづくり会社等の事業に関係のある活動・事業。　3、街なか
の土地区画整理事業等の面整備を推進する初動期の取り組み及び土地区
画整理事業の完了地区。
（1）まちの資源（歴史的建造物、産業遺産）を活用する取り組み。（2）まち特
有の文化、伝統を活用する取り組み。（3）まちの新たな魅力、可能性を探る取
り組み。（4）まちの環境・景観を向上する取り組み。（5）まちを活性化するため
のまちの維持管理運営に係る取り組み。（6）まちに住まいや店舗等の立地を
促進する取組み。
●助成の額／1事業限度額40万円以内。助成件数は5件程度。
●応募方法／申請書及び市町村の推薦状はホームページからダウンロードし
て使用。郵送希望の方は送料分の切手（1部につき140円）を貼って郵送先
を記入した返信用封筒（A4が入る大きさ）を同封し、下記まで郵便にて請求。
申請書類は郵送すること。
●問い合わせ先／財団法人　区画整理促進機構　街なか再生全国支援セ
ンター（街なか再生ＮＰＯ助成金担当：小塚）
102-0093　東京都千代田区平河町2-3-11花菱平河町ビル3階　
Tel.03-3230-8477　Fax.03-3230-4514
E-mail　mail@sokusin.or.jp
ホームページ　http://www.sokusin.or.jp/machinaka/npo/npo.html

「まちづくり人」応援助成金
●受付期間／3月1日（日）～3月31日（火）到着分
●助成の対象となる活動／Ａ項目『地域の小さな循環をつなぐ仕組み創り』
Ｂ項目『各地域でのまちづくり活動』以下の6分野の活動。
Ｂ1「環境活動」環境保全やエコ運動を推進。　Ｂ2「啓蒙活動」ＮＰＯや組織づ
くり。　Ｂ3「交流活動」世代間交流を活発にする活動や運動等。　Ｂ4「活性
化活動」地域の商工業を活性化する活動。　Ｂ5「文化活動」地域の歴史や文
化、芸術活動の推進。　Ｂ6「福祉活動」地域福祉の増進を図る活動。
●助成の額／総額500万円。1件上限50万円。10数件程度選出。
●応募方法／助成金交付申請書およびその他必要書類はホームページより
ダウンロードして記入作成。
●問い合わせ先／財団法人まちづくり市民財団事務局
102-0093　東京都千代田区平河町2-14-3　日本青年会議所会館内
Tel.03-3234-2607（平日9：30～18：00）　Fax.03-3234-5770
E-mail　machizkr@interlink.or.jp
ホームページ　http://home.interlink.or.jp/̃ machizkr/index.htm

フリーマーケットin四日市ドームVOL.29
●とき／3月22日（日）10：00～16：00
●ところ／四日市ドーム（四日市市大字羽津甲5169）
●入場料／前売315円、当日525円
●主催・問い合わせ先／特定非営利活動法人ＭＦＡ　
Tel.059-320-0133　Fax.059-320-0134

オリジナルＴシャツや志摩スペイン村入園引換券
など参加特典多数。ゲストは森脇健児さん。バリアフリー
パーティランでは、身体障がい者、知的発達障がい者に配慮
したコースを設けています。詳細はホームページ参照。
●とき／4月19日（日）開会式10：00～
●ところ／志摩スペイン村　●応募締切／3月13日（金）
●問い合わせ先／志摩ロードパーティ大阪事務局
Tel.06-6305-6302（第3金曜を除く平日9：30～17：
30）　ホームページ　http://shima.roadparty.jp
【バリアフリーパーティラン】のみ、以下へ。
ＮＰＯ法人伊勢志摩バリアフリーツアーセンター
Tel.0599-21-0550　Fax.0599-21-0585
（9：00～17：00　木曜定休）
ホームページ　http://www.barifuri.com/

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

対象は三重大学で実施されるサマースクールの参加学生。
日本語での日常会話に支障ありません。月～金曜の午前中
は三重大学で授業を受け、午後からは週に数回程度見学旅
行に参加します。週末はホストファミリーと過ごすことにな
ります。ホームステイの受入条件は、朝食と夕食の提供と、
一部屋個室を貸していただくこと。謝礼は5万円です。
●ホームステイ期間／8月8日（土）～9月5 日（土）
●申込・問い合わせ先／大河内朋子　Tel .059-227-
0687　E-mail　okochi_tomoko@mac.com

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

非常勤スタッフ募集中！
「人づくり・場づくり」にまつわる講座や事業の企画・運営で
す。行動力がある笑顔の素敵な方を希望。
●勤務地／松阪市内　●勤務日数・報酬／相談の上、決定。
●申込方法／件名を「ネクストドア・スタッフ希望」とし、住
所・名前・年齢・TEL・FAXを事務局までE-mailを。
●問い合わせ先／ネクストドア事務局・ＮＰＯ法人Ｍブリッ
ジ（担当／米山）　Tel.0598-23-8400
E-mail　info@m-bridge.jp

E-mail　webmaster@mfa.gr.jp
ホームページ　http://www.mfa.gr.jp/

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【カメラマン】「障害者スポーツ」に関心、理解、熱意がある
方。プロ・アマ、所在地は問いません。
●問い合わせ先／有竹利恭　Tel.059-337-9007
E-mail　sp7u2p79@song.ocn.ne.jp
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隈元正美 聞くさんに

人財ポケットよっかいち

三重県内の市民活動団体の人をリレーで紹介していきます。但し、紹介するに当たって
はルールがあります。1・同じ地域で無いこと。2・同じ活動分野で無いこと。さてどんな
人がどんなふうに、つながっているのでしょう。「21世紀の子育てを考える会．鈴鹿」の
福本悦子さんからバトンが渡ったのは人財ポケットよっかいちの隈元正美さん。ビジネ
スマン時代に得たスキルや経験を第二の人生に活かし、イキイキと活動されています。

……人財ポケットよっかいち（以下、人財ポケットと略）と
は、どんな組織ですか？
主に団塊の世代の方をターゲットにした、総合的に社会貢
献を目指す方の人材バンクです。地域にあるいろいろな公
的なニーズを掘り起こし、登録者をマッチングさせます。分
野によって、ママチャリ部会、環境部会、国際部会、企業ニー
ズ部会、コミュニティビジネス支援部会、あとポケットラジオ
などに分かれています。
……部会はどのように決めたのですか？
会員さんが自分がやりたい社会貢献活動を提案する場を
毎月一回持っているのですが、その中で、できあがっていき
ました。四日市は環境の問題が切実ですから、環境部会を。
中小企業がたくさんあるから、その応援をするために企業
ニーズ部会を作るという風です。社会貢献型の団体ですか
ら、ユニークな部分と堅い部分が上手くミックスされている
と思います。
……ママチャリ部会は名前もユニークですね。
中心人物は自転車がお好きなママさんです。環境に優しい
まちづくりの一環として、CO2を排出しない自転車を愛用
して、町を駆けめぐってみえます。車だと気付かない部分
も、自転車ならゆっくり見回せますので、四日市の町の再発
見にもなります。
……現在、登録者数は？
180名ほどです。60歳以上の方が多いのですが、最近で
は休日や空いた時間を利用して社会貢献をしたいと、20
～40歳代の登録者も増えてきました。
……登録者はどうやって探すのですか？
ホームページ、クチコミや紹介で増えてきました。集団とい
うのは不思議なもので、一定の規模を越えると集まるス
ピードが早くなりますね。もちろん、そこにたどり着くまで
は地道な努力を継続することが必要です。取りあえずの目
標が3000人ですので、そこに向かって一つひとつ実績を
積み重ねていき、社会の中で認知されていきたいです。
……ユニークな特技をお持ちの方もいますか？
ピエロの扮装で、子育て支援団体などに赴いて、バルーン

アートなどをされる方がいるかと思えば、役所や銀行など
に勤めていた方にはスーツ姿でビジネス支援や経理の実
務をお願いすることもあります。
……登録者の特技などはどうやって把握するのですか？
名前など書かれた登録用紙に、電話でのやり取りなどで
知った特技や経歴、また性格的なことも書き込んでいきま
す。一応、私の頭の中にも入っています（笑）。
……どうやって聞き出すのですか？
お話しをしている内に、「この方に地域社会の中で活動す
る場所を提供したい」という気持ちが沸き上がってくるの
で、こちらからどんどん質問を投げかけます。反応の感触で
性格などを感じ取ります。そうやってお話しするうちに「こ
の人には、こんなジャンルがいいかなあ」とニーズと上手に
マッチングさせるように働きかけていきます。
……登録したものの、明確なビジョンを持っていない方も
いるでしょう？
燃え尽き症候群ではないですが、定年になって燃焼しつく
された方もいますね。自分も体験者ですから、その気持ち
はよくわかります。でも、人生は一回限り、このままで終わ
らせてはもったいないです。今までは社会や生活のための
責任のために能力を発揮してきましたが、これからは楽し
みながら、自分が社会に役立てることを感じて欲しい。その
ための舞台を用意しますから、活躍しませんか？と積極的に
お話しします。そうすると「それなら、やってみようかな」と
動いてくれます。活動中に新たな発見があれば、それが次
へと結びついていきます。
……動いてもらうために大切なことは？
責任感や義務感はちょっと脇に置いておいて、楽しみに一
番大きなウエイトを置く。今までの世界から、違うステージ
に居場所を作ってあげる。大舞台でなくていい、小さなも
のでいいから、達成感を味あわせてあげることです。
……隈元さん自身の経歴は？
元々は銀行に勤務していました。銀行員時代から、お客様
とコミュニケーションを取るのが好きで、お客様同士をマッ
チングしたこともありました。銀行退職後、2～3の中書企
業に勤めて現在に至ります。退職後、これまでの経験を活
かして、四日市市の企業のお役に立ちたいと考えました。
そこで四日市市商工会議所の産業アドバイザーになり、次
にＮＰＯ団体を立ち上げようと考えて、市民社会研究所が開
催していたＮＰＯ講座を受講しました。そこで勉強していた
時に、「人財ポケット四日市の事務局をしてみませんか？」
と、市民社会研究所の松井教授と金事務局長に声を掛けて
いただき、二つ返事でお受けしました（笑）。
……今、生き生きされていますね。
昨年4月から人財ポケット四日市の事務局をしていますが、
毎日新しい発見があり、楽しくて仕方がありません（笑）。こ
んな素晴らしい時間が過ごせることをありがたいと思いま
す。日曜18時半を過ぎると「明日からまた仕事だ…」とモ
チベーションが下がる「サザエさん症候群」というのがあり
ますが、今の私はその逆。サザエさんが始まると「明日か
ら、また人財ポケットの仕事ができる！」と気分が高揚してく

プログラムコーディネーター

隈元正美 聞くさんに

くまもと
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るのです。
……仕事で培った経験は活かされていますか？
銀行員時代に培った経験やスキルは何事にも代え難く、今
も十分に役立っています。瞬間、瞬間を常に大事にし、一生
懸命生きていくことは大切です。それらの積み重ねが今も
延々と続いています。出会いも同じ。出会いが、新たな出会
いに結びつき、拡がっていくように考えていきたいです。

お
ね
が
い

古紙70％の紙と環境にやさしい植物性大豆
インキを使用しています。

市民活動・ボランティアニュースに情報を提供される際、以下
のことにご注意ください。
（1）原稿はニュースにそのまま掲載できる状態にして、毎月
10日までにお送りください。
（2）送付はE-mailもしくはFaxで。その際、「市民活動・ボラン
ティアニュースへの掲載のお願い」と件名を明記してください。
Fax.059-222-5971　E-mail　seiknpo@pref.mie.jp
転載を希望される場合は必ず男女共同参画・ＮＰＯ室に連絡してください。

加藤健一郎さん
菰野町おもちゃ診療所の代表です。

この市民活動・ボランティアニュース発行にあたり、
協賛をいただいております。

協

賛

します。紹 介隈元正美さんはこの人を

も多く、高齢の方もたくさん住まれていますので、そのよう
な人たちが集まって交流しながら、ちょっとした食事ができ
るような空間を作りたいと思っています。
……中心市街地活性化はいろんな団体が取り組んでいま
すが、それだけに難しいでしょう？
諏訪町商業振興組合ともお話ししましたが、失敗は許され
ないと覚悟を決めて、取り組んでいます。料理を作ったり、
ちょっと手伝ったりという人材には事欠かないのですが、そ
のまとめ役というか、責任を持って運営してくださる人材を
見つけだすのが難しいですね。でも、そこさえ解決すれば、
事業自体はそんなに難しい問題ではないと思っています。
……人材探しが大変では？
四日市は30万人以上の人がいますから、いないことはな
いと思います。ただ、第二の人生に入られた方の中には、あ
まり責任は負わされたくないという方もいます。これまで
ずっと責任を背負って活躍してきたのですから、それは仕
方がないですよね。でも、こちらが熱い思いを持って語れ
ば、いろんな形でご協力いただけますし、熱意ある方への
支援は惜しみません。
……人材ネットワーク型の組織は今後、どうなっていくと思
いますか？
人材ネットワーク型の組織は必要不可欠なものでしょう。四
日市市には約24の地区センターがありますが、今、このセ
ンターを中心に人材ネットワークの地域版を作ろうという
話も出ています。この計画が進めば、もっと細かな、地域に
根ざした人材ネットワークの組織ができあがります。それら
が今後どうやって発展していくかは未知数ですが、人財ポ
ケット四日市に対する期待は大きくなっていると思います。
その面では責任も感じますし、今後の活動をより内容の濃
いものにしなくてはいけません。今年のキーワードは「考
える」「行動する」「繋げる」の三つです。登録者にも、地域
からも喜んでもらえるよう、仲間の輪を広げ、顔の見える組
織にしていきたいです。

●
人財ポケットよっかいち
住所／四日市市萱生町1200番地　四日市大学内9401
Tel.059-363-3667
ホームページ
http://www.geocities.jp/yokkaichinpo/index-pochet.html

……隈元さん自身が定年後の第二の人生を謳歌している
からこそ、登録者の方への説得度が増すのでしょうね。
こちらが元気でないと薦められません。人は死ぬまで現
役。社会との関わりを持って欲しいという思いが、私の中に
強くあります。だから、会員さんに対しても熱く語れますし、
電話の向こうで会員さんも良い方向に受け止めていただ
いているのではないかと感じています。勇気を持って、新し
い世界に踏み出して欲しいですから、今後もそれは語って
いきたいと思います。

……人財ポケットが手がけた事業の実例はありますか？
私が参加しているコミュニティビジネス部会で、小規模作業
所さんで販売する水餃子作りに係わりました。ＮＰＯ法人呼
夢フレンズさんですが、1月号でこのインタビューにも登場
されていますね。
……呼夢フレンズから、相談があったのですか？
はい。もちろん、人財ポケットだけではなく、呼夢フレンズを
取り巻く企業や人も参加して、事業をサポートしました。
……どのようなアドバイスを？
私個人としては収支計算書を提案し、それに対する事業計
画書なども作りました。私はこれまでたくさんの企業さん
を見てますから、失敗、成功事例どちらもよく知っていま
す。人財ポケット全体では、運営委員会での試食会を行った
り、ニュースに水餃子の情報を掲載したり、販売に対する支
援なども行っています。人財ポケットには180人のメン
バーがいますから、その人たちが主婦なら主婦、男性なら
男性といったそれぞれの感覚で値段や形、味、販売方法ま
で意見を出してくれますから、幅広い声が聞けます。人財ポ
ケットの人的資源、ネットワークが生かせた例だと思います
し、このネットワークこそが人財ポケットの強み。呼夢フレン
ズさんに喜んでいただけた要素でもあると思います。今後
もこのネットワークを行かした事業を行っていきたいです。
……今取り組んでいる事業は？
四日市市中心市街地の活性化です。空き店舗を利用して、
人や物が集まる交流の場づくりができないかと、諏訪町商
業振興組合に提案しました。平成21年1月に行われた人
財ポケットの運営委員会に諏訪町商業振興組合の役員さん
に来てもらって、これまでの経緯と今後の事業の進め方に
ついてお話しいただきました。そこに人財ポケットのメン
バーから意見を出して、これから本格的に取り組んで行くと
ころです。
……具体的にはどのような計画を？
健康に関する食の提案です。中心市街地辺りはマンション

登録者、地域ニー
ズ、双方の話を
じっくり聞き、ベ
ストなマッチング
を提案します。


